
（様式第７） 平成27年3月9日

・ スマートＩＣ利用交通量を7,600台／日（H27）とする。　※（仮）大井川藤枝スマートIC実施計画書における計画交通量5,800台／日（H42）

・ 国道150号富士見橋の通過交通量を31,880台／日（H17）から19,000台／日（H27）へ減少

スマートＩＣの利用交通量を調査する。 0 7,600

交通量調査により国道150号富士見橋の通過交通量を調査する。 31,880 19,000

百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　地方道路整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 種別 (基本) H24 H25 H26 H27 H28
36-A1 道路 一般 焼津市 直接 市町村道 改築 0.55 （１）0105号線 焼津市 1,441
36-A2 道路 一般 焼津市 直接 市町村道 交安 0.55 駐輪場整備　L=0.05km 焼津市 13 Ｈ26よりＡ4へ移行

36-A3 道路 一般 焼津市 直接 市町村道 交安 0.55 焼津市 52 Ｈ26よりＡ4へ移行

36-A4 道路 一般 焼津市 直接 市町村道 交安 0.55 歩道整備　L=0.65km 焼津市 76

合計 1,582

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考
種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

省略 要素事業名 事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

スマートIC周辺交通環境整備事業 安全対策施設整備
スマートIC周辺道路整備事業

省略 要素事業名 事業内容

（延長・面積等）
現道拡幅　L=1.00km

（２）0209号線駐輪場整備事業

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

省略
工種

要素事業名 事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

0
Ｃ

0 効果促進事業費の割合

　評価時点の利用交通量（台／日）

　評価時点の国道150号富士見橋の通過交通量（台／日）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,582

Ａ
1,582

Ｂ

計画の目標

東名高速道路焼津・吉田間へのスマートＩＣの整備を行い、高速道路の利便性の向上による地域経済の活性化と地域の交通混雑の緩和による周辺環境の改善を図る。

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（第３回変更）
計画の名称 36 東名高速道路へのアクセス強化による安全で快適なまちづくり
計画の期間 平成24年度　～　平成27年度　（4年間） 交付団体 焼津市



　36　東名高速道路へのアクセス強化による安全で快適なまちづくり

　平成24年度　～　平成27年度　（４年間） 　焼津市

参考図面
計画の名称

計画の期間 交付対象


